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Ｑ：女子だけでの単独チームで活動するのですか？ 

Ａ：基本は女子単独チームで構成しますが、「全日本少年軟式野球京都府大会」などの全国大会につな

がる規模の少年大会には男女混成で登録し男子とともに全国大会を目指します。他の少年大会でも

大会規模に応じて女子単独チームで出場したり、混成チームで出場したりその都度レベルにあった

編成を考えています。 

 

Ｑ：将来、高校で硬式野球を続けるに為には、中学野球の軟式出身者は硬式出身者に比べて不利になる

のではないでしょうか？ 

Ａ：確かに高校入学当初は、ボールの特性の違いに戸惑いがあるのも事実です。しかし軟式にも硬式に

もそれぞれ一長一短はあると思います。また中学女子硬式野球チームは少なく、男子に混じって続

けてもやはり高学年になると男女の体力差が大きく開いてくるので、思ったような結果が残せず苦

慮するのも現実です。男女とも軟式出身者でも高校の強豪校でも活躍しています。中学 3年生後半

は高校に向けて男女とも硬式練習に切り替えています。 

 

Ｑ：中学校の部活の野球部との両立はできますか？ 

Ａ：中学校体育連盟野球競技部会と舞鶴野球連盟との取り決め事項として、原則、土曜日は部活優先、

日曜日はクラブチーム優先となっています。しかし、女子中学野球の公式戦は土曜日にも組まれま

す。また鶴友クラブでは、他府県のクラブチームとの交流も盛んに行っていますので、土曜日にも

交流試合がたくさん組まれます。部活に入っても不利な扱いになることはございませんが、平日の

夜間自主練習等も行っていますので、クラブチーム一本で取り組んでいただいた方が望ましいです。 

 

Ｑ：中学野球の公式戦は遠征が多いと聞きましたが、私どもは土曜日･日曜日が仕事の為、配車当番が

困難です。他の負担をすることで配車当番の免除や軽減はされますか？ 

Ａ：鶴友では小型バス(定員 26名)を所有しています。選手の遠征試合の移動手段は小型バスで行います

ので、父母会による配車当番はございません。 

 

Ｑ：クラブ活動での保護者当番はどれくらいの頻度で、どのようなことをしなければなりませんか？ 

Ａ：保護者の負担になる当番等はございません。もともと練習にも試合にも保護者当番などは求めてい

ませんでした。最近は学童野球の流れから父母会で自主的にお茶当番などをしてもらっていた時期

もありましたが、現在は廃止していただいています。当然、指導者に対するお茶やコーヒーなどの

提供もお断りさせていただきます。 

 

Ｑ：私はまったく野球経験がないのですが、中学生レベルの審判などはとてもついていく自信がありま

せん。ミスジャッジなどで迷惑をかけてしまいそうで不安です。大丈夫でしょうか？ 

Ａ：保護者による審判割当などはございません。鶴友クラブでは以前から、公式戦の審判割当は指導者

が当たることを基本としています。交流戦や練習試合においては、選手の育成･指導を目的に選手

が交代で塁審を務めます。 

 

Ｑ：中学生になると中間考査、期末考査などがありますが、その期間中のクラブ活動はどのようにされ

ていますか？ 

Ａ：考査期間が各中学校によって違いますので、テスト前学習としての一斉休日はございません。しか

し、各中学校のテスト期間に応じて選手ごとに学習休日を設けています。日曜日に公式戦が組まれ

る場合もありますので、その場合、土曜日の午前中に軽めの練習をすることはあります。それは体

を動かす事だけが目的ではなく、規則正しい生活リズムで過ごさせて勉強に取り組む為でもありま

す。選手には日頃から、「試合の前日だけ素振りを何百本と振ってもヒットは打てない。毎日こつ

こつと積み重ね、継続することが力になる。野球も勉強も同じだ。」と指導しています。冬季トレ

ーニングでは会議室を借りて、学習時間も取り入れて得意科目を教え合う取り組みも行っています。 
 

その他、何か聞きたいことなどございましたら、問い合わせからお気軽にお尋ねください。 


